
 

 

 

 

 2015 春闘・第 2 回賃上げ集計  

回回答答引引きき出出しし、、上上積積みみ獲獲得得広広ががるる！！  

 

＜回答状況＞ 

 2015 年 2014 年 

登録組合数 838 860 

回答組合数 219（26.1％） 205（23.8％） 

うち金額・率回答    174    156 
うち「定昇のみ」など

言葉による回答 
45     49 

  うち上積み獲得 24（11％） 17（8.3％） 

うち妥結組合数 21（9.6％） 15（7.3％） 

＜回答内容＞ 

集計方法＆対象 2015 年 2014 年 （前年比） 

単純平均 
額（円） 5,702 5,740 －38 

率（％）  2.01  1.90 ＋0.11 

加重平均 

額（円） 5,679 5,567 ＋112 

率（％）  1.88  1.79 ＋0.09 

組合員数（人） 38,485 37,715  

＜前年実績との比較が可能な組合における回答状況（単純平均額での比較）＞ 

前年比較可能な組合数 うち前年実績以上 （前年超） （同 額） 

164 76（46.3％） 61 15  

＜前年実績との比較が可能な組合における単純平均額・率の比較＞ 

 組合数 金額・率 前年実績 （前年比）

単純平均 
額（円） 164 5,733 5,919  －186 

率（％） 100 2.05 2.16  －0.11 

※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

※「定昇のみ」など言葉による回答は計算から除いています。 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 18 日、2015 年春闘

における第 2 回目の賃金改定集計を行い、15 単産・部会から報告が寄せられました。 
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＜集計結果の概要＞ 

 回答引出し・妥結状況 

 第 2 回集計では、15 単産・部会からの報告をまとめました。これまでに回答を引き出したのは、

登録 838 組合中 219 組合・26.1％となっています。第 1 回集計（3 月 12 日現在：165 組合・19.7%）

から 54 組合・6.4 ㌽増え前年同期（205 組合・23.8％）との比較では 2.3 ㌽上回っています。集中

回答日以降も積極的な取り組みで回答引出しが行われたことが伺える状況となっています。 

回答を引き出した組合のうち妥結の報告が寄せられたのは 21 組合で、妥結率は 9.6％となってい

ます。 

全体の回答内容 

 有額回答を引き出した 14 単産・部会での単純平均（一組合あたりの平均）は 5,702 円・2.01％、

加重平均（組合員一人あたりの平均）は 5,679 円・1.88％となっています。 

前年同期と比べ単純平均で－38 円・＋0.11 ㌽、加重平均では＋112 円・＋0.09 ㌽と、ほぼ前年

並みの水準に止まっています。そうした中、物価上昇に届かない低額回答に対し、多くの組合がス

トライキ配置を含む統一闘争で引上げを迫り、JMIU や建交労・運輸などの先行組合を中心に前年

同期（17 組合）を上回る 24 組合が上積み回答を引き出しています。また、12 組合が 1 万円以上、

9 組合が 9 千円台の回答を得ています。 

前年実績比較可能組合での回答状況 
同一組合での前年実績対比が可能な 164 組合の単純平均額をみると今期は 5,733 円で、前年実績

比－186 円となっています。率では 100 組合の単純平均で 2.05％と、前年実績－0.11 ㌽となって

います。しかしながら、前年実績額以上の組合の割合は前回調査（40.9％）から 5.4 ㌽増加し、46.3％

となり、前年実績を超える回答を引き出した組合は 35 組合から 61 組合に増えています。また、前

年実績未満の 88 組合の半数が－300 円未満のわずかなマイナスとなっています。 

賃上げによる景気回復への期待のかつてない高まりや人手不足の深刻化という状況も踏まえれ

ば、今後の取り組み次第では例年を上回る上積みも可能な情勢です。早期に前年実績を上回る前進

回答を引き出し、あらためて統一闘争への結集を強化し、粘り強くたたかいを進めていくことが重

要となっています。 

非正規雇用で働く仲間の賃上げ状況 

 パートやアルバイトなど非正規雇用で働く仲間の賃上げは、別表の 5 単産から報告が寄せられま

した。前年同期（63 組合・83 件）を大きく上回る 80 組合で 142 件（時給制 90 件、日給制 1 件、

月給制 35 件、時給制再雇用 11 件、月給制再雇用 4 件）の賃金引上げを勝ち取っています。 

 引上額の平均は、時間額 15.5 円、日額 100 円、月額 1,778 円、再雇用時間額 12.2 円、再雇用月

額 10,333 円となっています。 

 日本医労連では前年同期を上回る 30 組合でパートの時給引き上げを勝ち取り、9 組合では正規

でベア獲得がないなかでもパートの単独ベアを引き出しています。福岡の組合では月額換算すると

2 万円程度となる時間額 135 円の引き上げを勝ち取っています。 

生協労連では“ワクワクする春闘”で 100 件の成果を引き出し、JMIU の組合からは「再雇用者

全員に 2 万円の賃上げ」の報告が寄せられています。 

  ままももろろうう憲憲法法とと暮暮ららしし  スストトッッププ暴暴走走政政治治  実実現現ししよようう！！大大幅幅賃賃上上げげとと雇雇用用のの安安定定    


